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経緯：度と天文學（講演概要）

　　　　　　　　　　於倉敷天文豪第八周年記念式

　　　　　　　　　　　　　山　本　一・清

　天文學の目的や使命は色々右るが，今こ」には主として實用的方面を言ふ

と，大忌次の二方面，即ち第一，一般就會に直接役立つL時「の決定と，第二，

L経緯度「の決定とである．此の二方面は過去激千年間直接に入聞祉會に役立

ってるる．抑々吾々人間生活に点てL時■を離れては何事も出來なV・．L時■に

無關係に生活する者はなV・からである．これ程必要なL時「は時計に依って知

り得るが，此のL時コを割出す根本L時コを糸酵｝に正確に知る方法は杢く天文學

に頼らねばならない．天文豪では星の親測と標準時計虚こ依り正しいL時「を定

めてみる．諸君にこれ以上L時一1の三三酌慣値を話す必要はないと私は思ふ．

次はL維緯度「の問題である．諸君は地圃の上に如何tこ維緯度が必要であるか

を知るであらう．吾々に必要な地圃は，経度と緯度とを根本として出來上る

のである．世界中到る所に各々共の経緯度が有るから，回る二つの地鐵間の

距離を知る爲には先づその二地の経緯度を知らなければならぬ．尤も今日，

此のL倉敷から東京に行くには経緯度を知らなくとも行けるではないか■と言

ふ人があるかも知れなV・が，それは交通機關の設備が整ってみるからであっ

て殊に其れは道を作る人が酬こ経緯度から割出してあるからである・大攣長

距離iに始めて道でも作る揚合となると三々共の重要性を増してくる．太李洋

の如き廣地域になると，心証からサンフランシスコに行くに経緯度の知識な

しにはどうしてもその方角が：分らす，果しなき大海，某なき航海でとんでも

ない方面に行ってしまふであらう．此の揚合，経緯度が分ってるれば，IJi的

地へうまく行けるのである．汽船にしても，飛行機にしても，遠方に肴くに

は夫々一定の方角に，而かも正しい方角に進み，爾自己の位置を，帥ち地球

上如何なる地難に現在居るかが分り，他の物との距離も分るのは皆経緯度の

おかげである．帥ち地球上の経緯度が分り，其の経緯度を根本として地圖が

出子てるるからである．事實上，船でも飛行機でも皆経緯度を器械で測槻し
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てるるのである・若しこの揚合に輕緯度を知らす，行手の方向を誤ったなら

ば，生命は到底助からなV・ことになってしまふかも知れなV・．この様に経緯

度は話合によっては人の生命にも拘はる重大性を帯びる．さて，経緯度はど

う言ふものであるかと云ふと，先づ地球儀に書かれてみる維線は正確に言へ

ば赤道を360度に分けてあり之りi乏を二黒1〒として東へ経度i800酉へ維度180。

となってみる．日本の標準維度は兵庫縣明石の東経135度である．叉緯度は

赤道を巾央として北へ90度，南へ90度，南北で180度ある・さて，今山緯度

を度の位迄測定する揚詰に，これには別に器械を必要としない．しかしもっ

と詳しく測る爲には精密な器械を必要とする．緯度は北極星を見付けて其の

方向と地李線とのなす角度を測って，大膿を知ることが出減るが，北極星は

詳しく言へば北極から李復ユ。5ノ位の圓を描いて廻ってみるから緯度測定の

二合には適當に修正する必要が有る．叉，今迄は経度は月蝕で測った揚繭も

有ったが此れは不充分なものであるから，現今では爾観測地聞の時刻の違ぴ

を無線電f言で知らせ合って測ることになってみる．例へばグリニチと東京闇

で時問を比較して其の差を計算して経度を算出する．叉，緯度は望遠鏡で星

の高さを油壷し，精密な修正をして算出するのである。いったい地李線に近

い太陽は晶出の応力其の他温度，密度等のために光線が屈折して，早く地一F

線に沈んだ筈の太陽が渡後も暫くは見えてみる，地2卜線に近ければ近い程此

の光線の屈折率を志すからIE露な事が期し難い．故に正確な方法としては天

頂附近で子午線を通過する昆の高度を測る．そうすると光線の曲折も最も誤

差が少いし，叉天頂の概測は簡輩で，手元に星圃を備へて，良い器械を使用

すると一秒の百分目一一一位まで測定することが容易に出來る，地球の周忌1ま約

四干萬米で之を360で除したものが一度，これを更に60で除したものが一・分

である．一一度は約1！0粁で一分は60分の110粁，秒は分の60分の一だから大艦

一一・一bは30米である，實地に二つの三二闇の距離や緯度を測量すれば多大の勢

力と時聞とを要するが，天文學のこの方法でやれば器械と公式とによ砂，僅

かな時聞で實に百分の一秒迄自口ち一三内外の差位の正確さで地球上の位置が

測り得られるのである．叉，前述した通り三度を測る二合でも大膿同じこと

で爾二二の正しい時刻を比較して定める。L時■の千分の一秒は角度の千分の
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十五秒であるから時の激字の15倍，例へば時閥の一秒は角度の15”に回る．

普蓮，地回を書く二合には三位迄を必要とするに止るが，今度の様に倉敷天

文毫の経緯度としては分秒迄は分らねばならぬ．天文憂設置の當時には大器

の値を定めておいたが，一層精密に測る必要が有るので，今鳳持運び得る

立派な器械を京都から持参して測った．其結果，時間にして百分の一秒位迄

測ることが出來た．又此の結果，倉敷天文憂の緯度は北緯34度35分33・”3・経

度はグリニチ迄133度46分14，”4，時刻で八時聞55分54秒96となる．創立の時

に槻心したのは曇天で星の数を充分見ることが出來す，緯度は33秒迄で，経

度は55秒であったが，今度は之が更に精密に知れたのである．然しこれでも

吾々はパ1百セン1・の満足でない。大型の一流の器械を使用すると更に一桁

下記測定することが出來る．今度の分は星を五六十使ったが，もう一桁出さ

うと思ふと五六百位使はねばならぬ．

　天艦観測に依って維度緯度を測ったのは岡山縣下では恐らく倉敷だけであ

らう，天膿槻測をやらすに二地黒占闇の相互距離を測る方法は，精しい経緯度

を一度計った所を基準にして他を測定する．例へば倉敷から岡山までなら正

しく十分の一秒位まではこうした方法で測ることが出來る．即ち既定の餌か

ら或る距離を測り其れを三十米で割れば秒が分る．これを基として測るのだ

から，縣内に十ケ所位天文1蜆測貼が有れば其の他は縣下何虚でも天禮観測を

やったと同様の正確な測量が出來る．天文観測で経緯度を定めた所は日本全

國で今の所三十ケ所位しかないが，これでは甚だ不充分である．

　天文家以外の人が経緯度を出すには或る一黙を標準にして東西南北へ測量

して行くと言ふ方法を實行ずる．これは陸軍の陸地測量部がやってみる．師

ち東京麻布の天：文三跡を基準とする．これでも各地の経緯度は分るが，星を

見すに行ふので星を見て行ったものと此べて結果に秒位違ひがあるのが普通

である．こうした陸地測量の結果と，天文齪測の結果とは爾力づ≒に正しいと

言って良いのであって，いつれかf誤りであるとは言へない．その理由は測

定の根本が異ふからである．測量師のやる方法は理解し易い方法であるから

省略する．天龍観測は天頂の星ばかりを見てやるのであるが，天頂黒占はどう

して定めるかと言ふと例へば細い糸に錘を付けて吊し，共の鉛直線の方向を



天界170 経緯度と天文學 287

上に延長して定めることが出來る．然し，より以上に精密に秒以下までを見

るためには，糸では駄目であって精密な水準器による．鉛直線は其の馬所の

水李線に垂直線を下した．縦の線の延長であり，これは萬有引力の關係上周園

の地形や地質的の構造（地殻の構造，地中埋渡物の密度の差．地上の自然地

理的構i造等）に非常に影響され易いものである．ところがこの鉛直線と言ふ

ものを天文家は頼りにするのであるが，その結果として天文家が測量した維

緯度の線は不揃な曲線となり，之に明して測量師のは綺麗な線となる．これ

には，前述した通り二者の標準黙が異ってみることを忘れてはならぬ．之を

岡示すると大禮次の様になる．

　黒乙線は天文家の維緯度，實線は測

量師の陸地測量に依る経緯度で，こ

の差十秒内外を幽す。此の二種の航

測の差を嚴密に研究することに依っ

て時に埋儲物を磯見することが出帆

る．自分は先年新潟の石油地方や，

翻心：乙ド野や，淺間山附近を観測した

ことがある．経緯度の問題は百年位

前までは天文學の中心問題として，學問中の學問として見られてるたが，現

在ではかく適用的方面に活用せられる．天罷槻測が人生の實生活にも如何に

大切であるかは庇の一端でも知り得られるであらう．此後天丈學の獲展に依

り吾人入類は更に大いに利する所があるであらう．（九，十…・，二十四）

　　　　　　　　　　　　纒縫度の出張観測の結果

　花山では昨年來纏緯度の出張襯測の要求に磨することとなり，其の年内に次の三ケ

所の観測を終った・其の結果，下の如き数1直を得た・（五JIIIOH）

　1・兵庫霜曇戸市，六甲観測蔓
　　　　　　　　　れ　　　ヨ
　　東経　90055・61　即ち　135013／54・1”　　北緯34043／16・4”

　2・理由縣，倉敷天文蔓
　　　　　　　　　り　　　だ
　　東系璽　8　55　05．00　　自Pち　］33046／15．0”　　 dヒ糸牽　34。35／33．2”

　3．滋賀縣，栗太農學綾
　　　　　ね　　　　　　　お
　　二二90348．88　即ち　135057！13．2”　　北緯35。00，09L2”
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